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1. 分接穂 ヌク レオ シ ド抗 生物
質 で あ る ミハ ラマ イ シ ン(1) は ､
Strepto一yCeS且主ia_raensi丘よ り単 擬
され ､イネ イモチ病 カ ビに抗 カ ビ性
を示 す こ とが 知 られ て い る｡本 研究
は ､ (1) の合 成 を 日的 とし､ α -ア
ミ ノ酸構 造 の 構築及 び ､ 21ア ミ ノ
プ リン塩 基 の 導入 につ いて検 討 した
2.3.は じめ にt モデ ル化 合物 に よ るcr-ア ミノ酸 構 造 の形成 を検
討 した｡ 4.6-0-ベ ンジ リデ ン12.3-シナ-0-メナ ノレグJL,コ ビ ラ ノシ ド
(2) を出発 原 料 と し2行程 で ､4-0-ベ ンジル 2ー.31シナ-0-メチル-1,6
ジアル ト- キ ソビラ ノシ ド(4)を得 た｡(4)をメ タノ ール 中､ 当量
のベ ンジル イソニ トリル ､ベ ンジル ア ミン､及 び Ng-ニ トロ-NCL
t-プ トキ シカ ル ポニ ル ーL-ア ルギニ ン を用 いUgi反 応 を行 な った
ところ (5)か 77‡ の 収 車で ジア ステ レオ マ ー比 (7/3) で 得 られ た.
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次 に ､ ミハ ラマ イシ ンの 骨 格 とな る分枝塘 (6)1)を簾 イヒし.(7) 杏
89三 の収準 で 得 た ｡同 様 のUgi反応 を行 な い (8)を80‡ の収輩 で
得 た｡
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2-ア ミノプ リンの グ 7Jコシ ド化 につ いて は ､ モデ タレ化 合 物 (9) を
無 水 酢酸 / 無 水 トリフ ルオ ロ酢 酸 / 硫酸 を作 用 させ て得 られ る(10)
に ､すで に報 告 した方 法2i 2-ア ミノブ .)ンを導 入 し､ (ll)を得 た｡
現4.､ (8) - の 2-ア ミノプ リンの 斗 人 を検 討 中で あ る｡
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